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1947年生まれ。北海道千歳市出身、
拓殖大学商学部卒。

阿蘇綺麗株式会社 取締役、
株式会社阿蘇ローズベリー香園

取締役・農場長。
チンパンジーのパン君で有名な動物園、

阿蘇カドリー・ドミニオンを
作られたのが小笠原さん。

北海道の定山渓熊牧場で学び、
熊本に初めて熊を連れてきた

人物でもあります。

小笠原さんの
薔薇を使った商品は
こちらからご購入
いただけます。

※1／有機JAS認証：農薬や化学肥料に頼らず自然の力で生産された農作物
に与えられる認証。２年以上の無農薬栽培実績と毎年の検査をクリアする必
要があります。※2／水耕栽培：観賞用の薔薇のほとんどがこの方式。水と液体
肥料を使って栽培する。空気や温度の管理をコンピューターで行うことが多い。

https://asokirei.com/

手をかけた成果として
土と株が育ち、
昨年の出荷量
4 5 0 k gのところ

今年は6 0 0 k gほどに
増える予定。

無謀といわれる
無農薬での薔薇栽培。
それは情熱なくしては
決して実現できない

困難な取り組みでした。

と
い
多
が
の
も
る
あ
が
さ
臭
青
や
さ
苦
に

れ
ら
じ
感
と
い
し
味
美
。
す
で
と
こ
う
い

う
い
と
だ
の
も
い
な
少
が
蝋
、
は
薇
薔
る

が
物
植
は
れ
こ
。
た
し
ま
り
か
わ
も
と
こ

、
が
す
で
の
な
の
も
す
出
に
め
た
る
守
を
身

」
い
な
く
し
味
美
と
い
多
が
れ
こ

そ
ば
れ
け
な
少
が
蝋
、
し
か

外
紫
、
燥
乾
、
雨
風
、
分
の

ウ
ハ
は
く
多
の
薇
薔
用
食
、
め
た
る
な
く

。
う
そ
だ
の
る
な
に
培
栽
ス

し
談
相
と
ん
さ
屋
苗
、
と
う
よ
み
て
し
ジ

そ
い
合
に
地
土
の
蘇
阿
な
冷
寒
、
ら
が
な

な
う

23

し
。
た
し
ま
び
選
を
種
品
の
類
種

り
な
に
メ
ダ
は
類
種
３
ち
う
の
そ
、
し
か

」
い
な

を
誤
錯
行
試
と
究
研
の
々
日
て
し
う
そ
　

る
す
産
生
在
現
、
ね
重

20

着
り
辿
に
種
品

食
で
地
土
う
い
と
蘇
阿
。
と
こ
の
と
た
い

暖
寒
は
物
植
、
く
じ
同
と
ど
な
実
果
「　

も
薇
薔
。
す
ま
り
な
く
甘
が
方
る
あ
が
差

こ
は
で
味
意
う
い
う
そ
、
く
な
は
で
外
例

地
冷
高
。
す
ま
い
思
と
る
い
て
し
適
は
こ

も
の
い
な
少
が
虫
べ
比
に
地
平
、
め
た
の

べ
食
く
し
味
美
て
く
よ
が
目
た
見
、
い
合

、
く
な
少
に
常
非
は
の
う
い
と
種
品
る
れ
ら

て
け
続
し
探
も
今
。
す
で
変
大
は
の
す
探

」
す
ま
い

、
々
日
で
歩
月
進
日
は
良
改
種
品
の
薇
薔
　

。
う
そ
だ
の
る
く
て
れ
ま
生
が
種
品
な
た
新

が
薇
薔
る
え
超
を
種
万
２
は
に
界
世
や
今

。
す
で
き
驚
ら
か
う
い
と
る
あ

薇
薔
る
れ
ら
べ
食
て
し
心
安
、
し
か
し
　

と
薇
薔
の
用
賞
観
、
は
に
め
た
る
て
育
を

。
す
ま
い
い
と
る
あ
が
労
苦
う
違
は

も
て
と
に
虫
害
病
は
薇
薔
も
そ
も
そ
「　

と
。
す
で
ん
な
花
の
須
必
が
薬
農
、
く
弱

く
多
ど
ほ
う
思
と
か
店
貨
百
の
虫
く
か
に

た
う
ら
も
て
べ
食
て
し
心
安
を
れ
そ
。
ね

J
機
有
、
に
め

A

思
と
う
ろ
取
を
証
認
S

培
栽
薇
薔
、
は
に
め
た
の
そ
。
た
し
ま
い

れ
ら
め
認
は
で
培
栽
耕
水
る
あ
で
流
主
の

ス
リ
。
す
で
ん
な
メ
ダ
と
い
な
で
土
、
ず

」
ら
か
す
で
い

で
と
こ
の
と
い
す
や
て
育J

機
有
、
が
す

A

考
と
要
必
が
証
認
S

ま
り
わ
だ
こ
に
土
は
ん
さ
原
笠
小
る
え

つ
と
ひ
う
も
は
に
り
わ
だ
こ
の
そ
。
す

て
育
で
土
「
が
れ
そ
、
り
あ
が
由
理
の

感
と
」
い
い
が
り
香
に
か
る
は
が
方
た

。
す
で
う
そ
だ
ら
か
る
じ

ら
べ
食
て
し
心
安
が
者
費
消
ち
た
私
　

の
冬
。
培
栽
薇
薔
薬
農
無
の
め
た
る
れ

全
も
り
取
虫
。
す
ま
め
始
を
業
作
ら
か

炎
鞘
腱
は
腕
、
め
た
う
行
で
業
作
手
て

に
け
ら
だ
傷
で
ゲ
ト
の
薇
薔
、
り
な
に

。
す
ま
い
い
と
る
な「　

慣
う
も
、
ら
か
す
で
と
こ
の
日
毎

」
た
し
ま
れ

ま
え
思
く
し
も
頼
、
く
し
眩
も
て
と
は

。
た
し

し

じ
存
ご
を
」
薇
薔
る
れ
ら
べ

す
産
生
を
薇
薔
の
そ
い
し
珍

。
た
し
ま
り
あ
に
蘇
阿
・
本
熊
が
園
農
る

を
産
生
で
身
自
、
ち
の
た
い
歩
べ
食
を
薇

伺
を
話
お
に
ん
さ
原
笠
小
う
い
と
た
め
始

。
た
し
ま
い

分
自
、
れ
か
惹
を
味
興
も
て
と
。
た
し
で

う
い
な
し
も
月
と
ひ
ら
か
い
会
出
の
そ
　

食
を
薇
薔
の
国
全
は
ん
さ
原
笠
小
、
に
ち

れ
そ
。
す
ま
い
い
と
た
け
か
出
に
き
歩
べ

年
御
が

69

。
と
こ
の
時
の
歳

方
の
南
も
薇
薔
、
に
う
よ
の
線
前
桜
「　

を
れ
そ
、
ら
か
す
ま
き
い
て
し
花
開
ら
か

北
で
ま
道
海
北
ら
か
島
児
鹿
て
け
か
い
追

、
し
上

10

ま
き
歩
べ
食
に
気
一
で
ど
ほ
日

い
思
と
た
し
食
試
は
類
種
０
０
３
。
た
し

」
す
ま

れ
さ
か
驚
は
に
力
動
行
の
そ
。
る
め
か
確

。
す
ま

う
よ
の
草
野
は
に
的
本
基
、
も
薇
薔
る
れ

食
「

水

を
類
種
０
０
３

た
い
着
り
辿
し
試

小笠原徹朗さん
Ogasawara Tetsuro

Taste the beautiful roses

1
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2
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「アルミの小皿」金工師・鎌田奈穂さんの作品「ガラスの楕円皿」ガラス作家・江波冨士子さんの作品
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の
ん
さ
朗
徹
原
笠
小

、
と
熱
情
る
け
か
に
薇
薔

だ
ん
込
れ
惚
に
質
品
の
そ

、
が
紀
喜
山
秋
・
長
理
料
総

に
人
の
く
多
を
薇
薔
の
こ
「

、
ら
か
い
思
の
と」
い
た
き
だ
た
い
て
べ
食

？
か
ん
せ
ま
み
て
し
試

ン
チ
ラ
ゼ、
し
熱
を
ど
な
糖
砂、
乳

ナ
ン
パ
の
薇
薔。
の
も
た
め
固
で

あ
て
し
移
を
り
香
の
薇
薔
に
体
自

で
ン
イ
ワ
の
白
と
赤
に
こ
そ、
り

の
ン
ニ
ン
タ
る
れ
ま
含
に
こ
そ。
薇

。
す
ま
し
和
調
と
ン
イ
ワ
赤
が
み
渋

フ
う
合
と
ン
イ
ワ
白、
し
ら
散
を
薇

を
い
違
の
り
香
と
味
の
れ
ぞ
れ
そ

。
い
さ
下
み
し
楽
お
ひ
ぜ

上
し
召
お
も
で
様
子
お、
で
の
す
ま

。
す
ま
け
だ
た
い
り
が

る
べ
選

は
た
な
あ

？
み
好
が
ら
ち
ど

め
す
す
お

ク
ン
リ
ド

。
徴
特
が
り
香
な
う
よ
の
薇
薔

層
一
り
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が
り
香
の
薇
薔
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ま
め
し
楽
り
が
広

）
込
税
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使
を
薇
薔
の
種
４
な
か
や
鮮
り
彩

だ
こ
に
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チ ーズ
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赤のワインジュレ／
白のワインジュレ

薔 薇 の
パンナコッタ

各480円（税込）

「アルミの小皿」金工師・鎌田奈穂さんの作品「ガラスの楕円皿」ガラス作家・江波冨士子さんの作品
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ト
ル
タ
の
節
季

ト
ル
タ
の

おすすめ
ドリンク

ビコーズ
アイムシャルドネ

フロム
サザンフランス

グラス 682円
ボトル 3,300円

フランス産白ワイン

爽やかで、甘味の中
にほどよい酸味があ
り、フルーツタルトと相
性がよいワイン。

こ
ろ
ひ
り
よ
も
と



ノンアルコール／
768円（税込）
アルコール入り／
828円（税込）

グラスはガラス作家・
江波冨士子さんの作品
※店舗提供時は異なります。

辛口のシェリーをソーダ
で割ったスペイン生まれ
のカクテル、レブヒートを
アレンジ。巨峰やマスカ
ットも丸ごと食べられる、
デザート感覚のドリンク
です。レモン入り自家製
のマスカットソーダに南
阿蘇産ローズマリーの
香りがふわっと漂います。

巨 峰と
マスカットの
ローズマリー
レブヒート

阿蘇小国ジャージー牛乳のソフトクリーム

南阿蘇産ローズマリー

レモンヨーグルト味のゼリー

マスカット

巨峰

ホイップクリーム

Seasonal drink
page11
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もくもく雲の
飲むレモン
ヨーグルト

ゼリーフロート

828円（税込）

青空はレモンヨーグルト
味のゼリー、空に浮かぶ
雲はホイップクリームで
表現。トップには入道雲
をイメージした、阿蘇小
国ジャージー牛乳のソフ
トクリームをのせました。
全体をかき混ぜて飲む
と、ソフトクリームの甘さが
口いっぱいに広がります。
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page13 天草大王のエッグタルト

店内／ 1 個 330 円（税込）
テイクアウト／

1 個 280 円（税込）

熊本の
希少な地鶏を
使用した

エッグタルト。
数量限定で
登場！

地鶏のキンカン
柑橘類の
キンカンに

形状がそっくり。

テイクアウトでも
購入可能。
手土産にも
おすすめです。

おすすめ
ドリンク

カフェラテ
638円（税込）

熊本の老舗「珈琲
回廊」の豆を用い、
高級エスプレッソマ
シーンで抽出。濃厚
なカスタードクリーム
やサクサクのパイ生
地を、人気のカフェラ
テとともにお楽しみく
ださい。

ルトガル生まれのお菓子エッグ
タルトが、熊本の地鶏・天草大
王を素材とすることで、ほかに

はないスイーツとしてこの夏、東京・吉
祥寺のカフェゼノン＆ゼノンサカバに登
場しました。
　素材となった天草大王は、きわめて希
少な地鶏です。熊本県農業センター畜産
研究所によると、2021年度に卵からかえ
った天草大王の雛の数は、わずか8万羽ほ
ど。近年国内の加工場で処理されている
一般的な食用鶏（ブロイラー）の数が年
間概ね7億羽（日本食鳥協会調べ）である
ことから、いかに希少であるかがわかり
ます。
　今回、エッグタルトを開発したのは、
カフェゼノン＆ゼノンサカバ総料理長の
秋山喜紀。かねてより食材としての天草
大王の可能性に注目しており、その魅力
を引き出す肉料理を手がけてきました。
その過程で、天草大王の卵を材料にした
お菓子を作れないかと構想したのがこの
新メニューの始まりです。
　しかし、思いもよらぬことに、天草大
王の卵は市場に出回っておらず、入手が
できませんでした。「天草大王の卵は有
精卵のため、熊本県外で肥育されないよ

う門外不出です」。2004年から天草大王
の飼育を続ける、天草大王生産販売組合
理事の蓮池直次郎さんが、卵が流通しな
い理由をそう教えてくれました。
　そこで秋山は、雌鶏のみが持つ、卵の
形になる前の黄身である キンカン
着目。キンカンであれば、希少ですが流
通しており、入手可能。キンカンを素材
にクリームを作ることで、唯一無比の天
草大王スイーツが作成できると思い、ク
リームを存分に楽しめるメニューとして
エッグタルトの試作を開始します。
　しかし素材を得てからも、完成までの
道のりは決して平坦ではありませんでし
た。まずは、時間をかけてキンカンを裏

ごしし、レモン、シナモンをベースとし
たカスタードクリームを試作。こちらを
パイシートで製作したタルトで焼いたと
ころ、膨らんでしまい形が安定せず、失
敗に終わります。また、このままではオ
リジナリティに欠けるため、他社のタル
トとどう差別化するかに頭を悩ませ、思
案を重ねます。
　その後も試行錯誤を繰り返した結果、
空焼きしたパイに生クリームとカスター
ドクリームをたっぷりのせた形にたどり
つきます。さらに、カスタードのベース
をバニラに変更することで、口の中いっ
ぱいに広がる重層的で濃厚な味が実現で
きました。
　そして、最後のひと押しとして秋山が
こだわったのが、砂糖をバーナーで炙り、
ブリュレにすること。カスタードクリー
ムで覆われたパイが焦がされることによ
り、香ばしくメリハリのある味わいが生
まれました。
　卵ではなく、キンカンでつくった斬新
なカスタードクリームは、黄色味が強く、
濃厚な甘さが印象的。手のひらサイズで、
食べやすい点もおすすめ。希少な素材を
使用しているため、数に限りがあります。
メニューにある日はぜひお試しください。

ポ

焼き鳥で
おなじみの
キンカンが
素材の斬新な
スイーツ

    
　　　　

あま くさ だい
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キンカンが
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980円（税込）

ZENON自慢の
珈琲を使った

とろけるティラミス

熊本・珈琲回廊の「ショコ
ラ」を使用。ビターな珈琲
ゼリーとスポンジにムース
をよく混ぜると、甘すぎず苦
すぎず絶妙なバランスに。

ナッツやフルーツを
たっぷり使った
萌え断カッサータ

※冷凍商品です。

カッサータとはクリームチー
ズにドライフルーツやナッ
ツを混ぜ、冷やし固めたア
イスケーキのこと。イタリア
の伝統スイーツです。

880円（税込）

ライムネード

じっくり漬け込んだ自家製
ライムシロップをソーダで
割り、フレッシュミントを添
えました。さわやかな香り
がただよう夏のドリンク。

580円（税込）

580円（税込）

カフェモカ

珈琲回廊「ショコラ」の豆
の甘さを引き出すためエス
プレッソで提供。チョコのよ
うな香りの中に苦味もあ
る、すっきりとした飲み心地。

スコップで掘って
食べよう！ 

野菜の収穫ve r.

土に見えるのはクッキーフ
レーク。掘ると栄養満点
の食べやすい野菜チップ
スが出てきます。お子さま
にも人気のおやつです。

880円（税込）

ビタミンたっぷり
5種のフルーツを
食べるゼリー

いちご・オレンジ・シャイン
マスカットなどビタミン豊富
なフルーツの詰め合わせ。
大きめにカットしているの
で食べ応えも充分です。

880円（税込）

季節のフルーツ
ふわふわ

ショートケーキ

フレッシュな旬のフルーツ
となめらかな生クリームが
ぎっしり。ふかふかのスポ
ンジケーキなので、口当た
りのよい食感です。

980円（税込）

もくもく雲の
蜂蜜レモン

ヨーグルトゼリー

空色はレモンヨーグルト味
のゼリー、雲は牛乳寒天
とホイップクリームで涼し
げな夏の青い空を表現。
ほどよい酸味でさっぱり。

880円（税込）

透明な330mlのボトルにぎゅっとスイーツを閉じ込めました！
お出かけ先でもパカッと開けて気軽にスイーツタイムを楽しめます♪

 容器はプラスチック素材で軽く、
カバンに入れて持ち運んでも形が崩れる心配がないので、

手みやげにもおすすめです。

シーリング缶
スイーツ＆ドリンク

テイクアウト専用

人気
No.1 人気

No.2

甘さ
控えめで
大人の味 これなら

野菜が
食べやすい！

アイスが
溶けても
楽しめる

人気No.3

細挽きで豆の
深みを味わう

冷やすとさらに
おいしい
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※表紙と6ページに鎌田さんのアルミの器、8ページに真鍮の器を掲載しています。
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具
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れ
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の
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の
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。
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に
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も
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※表紙と6ページに鎌田さんのアルミの器、8ページに真鍮の器を掲載しています。
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よ
の
属
金
、
が
の
る
出
が
味
に
ど
ほ
う

。
す
ま
い
思
と
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。
す
で
銀
純
は
材
素
な
き
好
ん
ば
ち
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し
な
特
独
と
く
叩
で
槌
、
て
く
か
ら
わ
や

ら
見
は
で
属
金
の
か
ほ
、
は
姿
る
寄
が
わ

製
銀
。
す
ま
り
あ
が
さ
ろ
し
も
お
い
な
れ

さ
定
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あ
が
の
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る
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、
は
器
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に
き
と
く
だ
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い
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問
を
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。
す
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心
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。
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で
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踏
を
性
神
精
や
ち
た
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暮
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く
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こ
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。
た
し
ま
り
至
い
思
と
だ
事
大
が
と

素
、
で
と
こ
た
れ
ま
生
が
供
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風
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田
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ム
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る金工師。2005年より名
古屋の金工師・長谷川竹
次郎氏に師事。独立後、作
品は個展や合同展で発表。
ARTS&SCIENCE直営店
では常設展示・販売あり。
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出荷量全国１位。
ポコッと出っ張った形と甘さが特徴。

「不知火（しらぬい）」という品種のうち、
糖度13度以上、酸度１度以下などの
品質基準を満たしたものだけが、
デコポンと呼ばれます。

デコポン
宇城市

12月～５月

熊本の特産品として有名な晩白柚は、
全国に出回る95％が熊本産です。

その大きさが特徴で、
八代で採れた5,386gの晩白柚は
世界最大のザボン類として、

ギネス記録にも認定されています。

晩白柚
八代市

ばん ぺい ゆ

12 月～２月

西日本一の出荷量である熊本の栗は、
全国で見ても茨城県に次ぐ２位。
特に鹿北町と菊鹿町で生産される

山鹿市の栗は、
粘土質の土壌が栄養分を蓄えるため、

質が良いと評判です。

栗
山鹿市

９～10月

梨は出荷量７位。
「幸水」などのよく知られた品種から、
梨の王様ともいわれる大きな「新高」、
糖度が高く、熊本県イチオシの
「秋麗（しゅうれい）」まで
様 な々品種が作られています。

梨
荒尾市

７月～10月

メロンの出荷量は全国２位。
「アンデス」、「クインシー」といった

有名な品種に加え、
糖度の高い「肥後グリーン」など
独自の品種も作られています。

メロン
熊本市

４月～７月

南国のイメージのある
マンゴーの出荷量は全国４位。
特に、樹上でしっかりと熟成させ、
自然落下させて収穫する天草の

「完熟マンゴー」は甘みが強いと評判です。

完熟マンゴー
天草市

４月～７月

N

有明海

八代海

JR九州新幹線

熊本駅

玉名市

山鹿市

熊本市

荒尾市

博多駅

天草諸島

鹿児島中央駅 鹿児島県

宮崎県

福岡県 大分県

（参考：農林水産省統計／熊本県主要野菜生産状況調査／熊本県果樹振興実績書）

熊本県
Kumamoto

八代市

宇城市

八代妙見祭

天草市

出荷量は栃木県、
福岡県に続いて全国３位。

鮮やかな紅色が目を引く「ゆうべに」、
大粒の「ひのしずく」、

真っ白な「あその小雪」といった
熊本独自の品種も
数多く作られています。

イチゴ
玉名市

11～4月

河内晩柑は河内村
（現・熊本市西区河内町）で
偶然発見された、文旦の一種。
グレープフルーツのような
見た目ですが、苦味は少なく、
さわやかな香りと甘みが

特徴です。

河内晩柑
玉名市

２月～８月

かわ ち ばん かん

出荷量は全国で１位。
出荷時期が早いのも特徴で、
３月頃から出回りはじめます。
熊本市北区には道の駅

「すいかの里・植木」があり、
スイカを使ったさまざまな商品を

楽しめます。

スイカ
熊本市

3～7月

る
誇
を
量
荷
出
の
数
有
国
全
は
に
本
熊

た
れ
ま
恵
に
水
下
地
な
富
豊、
り
あ
が
差
暖
寒

、
る
れ
ま
育
ら
か
だ
地
土

。
す
ま
し
介
紹
ご

。
す
ま
い
て
し
載
記
を
地
産
生
な
的
表
代
の
内
県
※

日本で最も収穫量が多く、
身近な存在の柑橘類が温州みかん。
熊本県の出荷量は全国で４位。
九州産の中では最も多く、

約7カ月にわたって出荷されます。

温州みかん
熊本市

９月～３月

うん しゅう
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高い天井と
大きな窓から差し込む光。
古民家ならではの温もりを
感じる店内です。

「ドゥエ マンメ」のメニューは
毎週変わりますので、

日々変化するイタリアンの味を
是非食べてみてください！

日本とイタリア、トスカーナと熊本がマッチしたレストラン、
それがリストランテ ドゥエ マンメ。

熊本に来たら是非一度行ってみてください！

菊池市にある

自慢のイタリアン！

● 生年月日／2001年2月12日
● 出身地／熊本県 
● 趣味／ミニオンとスポーツ観戦（特にバレーとサッカー）、ミュージカル鑑賞、小説・漫画を読むこと
● 特技／ピアノと一輪車。大食い。 ダンス。

イタリア人の
エンリコは

熊本県の美味しい
イタリアンを
確かめに行く！

今回は熊本を
拠点に活動する

096k熊本歌劇団から
楠野栞菜が参戦！
096kの大食い担当こと

楠野さんが
熊本イタリアンを
食べ尽くす！
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熊本県菊池市下河原191 

営業時間
11時～15時（L.O.14時）※ランチのみ

定休日
毎週日曜日、第1・第3月曜日
予約・お問い合わせ
0968-41-9521
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これを食べれば
あなたもイタリア通です！

入り口にディスプレイされた
イタリア語の看板が
母国のイタリアを

思い出させてくれます。

ローストしたズッキーニと、
その優しい食感に重ねた
フィレンツェ風のステーキ。
トスカーナの家庭料理の
「ドゥエ　マンメ」、
ステーキはもちろん
本場風のレアです！

フレッシュトマトの
パッサートに

カリフラワーのフリット、
グアンチャーレ。
熊本の名物を
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おすすめ
ドリンク

骨まで柔らかく調理した鮎と、鮎の魚醤の隠し味。
熊本産トマトベースで

ほんのり青唐辛子の辛さが香ります。
夏限定メニューです。

1 , 5 80 円（税込）

東京・吉祥寺の
カフェゼノン＆
ゼノンサカバで
創作した、

鮎の新メニューは
こちら。

A treat for
the lord.
Vol.

4

様
上の膳

御

甲佐町やな場
●所在地／〒861 - 4 6 0 7
熊本県上益城郡甲佐町豊内19 - 1
●電話番号／096 - 2 3 4 - 0 1 2 5
●営業時間／夏期は11～21時（日・祝は20時まで）
●定休日／第1・第3火曜日

オーストリア産
白ワイン

ボトル 
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鮎 の 冷 製 ト マ ト パ ス タ
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ランゲンロイス

（一社）パレット
代表理事・

大滝祐輔さん。

軽めで魚介との
相性もよい、りん
ごやレモン香る
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築
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築
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の
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と
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が
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に
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０
２
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は
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や
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史
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千
１
万
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災
被
が
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同
で
震
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熊

が
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２
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の
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の
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０
０
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で
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方
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守
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語
と
」
た
し
ま
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う
に
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輔
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滝
大
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継
後
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と
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る
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齢
高
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由
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が
者
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れ
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示
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が
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ど
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迷
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滝
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甲佐町やな場。
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水 への親しみをおぼえる
不 思 議な空間を構成。
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ら
か
動
運
枚
一
瓦

く
づ
息
に
地
の
鹿
山

屋
小
居
芝
る
な
有
稀

演
公
郎
三
玉
東
坂

で
修
改
大
の
成
平

Y a c h i y o z a

〒861-0501
熊本県山鹿市山鹿1499番地
Tel 0968-44-4004

る
す
動
活
に
点
拠
を
本
熊

、
が
団
劇
歌
本
熊
k
6
9
0

、
年
２
ら
か
成
結

の
座
代
千
八
に
い
つ

。
た
し
ま
ち
立
に
台
舞

、
り
あ
で
財
化
文
要
重
定
指
国

、
た
し
演
出
が
優
名
の
々
数

は
と
座
代
千
八

。
か
の
な
所
場
な
ん
ど

を
史
歴
の
そ

。
す
ま
き
と
も
ひ

を
気
空
の
戸
江

る
え
伝
に
ま
い

屋
小
居
芝

Photo/Mori Kenichi,Text/Yoshimatsu Teruaki

を
数
の
柱
、
う
よ
い
す
や
観
が
台

、
り
あ
て
し
く
な
少
り
限
な
能
可

は
に
間
土
平
、
差
段
は
に
席
敷
桟

客
観
、
ど
な
る
れ
ら
け
つ
が
斜
傾

ま
い
て
れ
ま
込
め
詰
が
慮
配
の
へ

。
す

た
え
迎
を
期
盛
全
に
代
時
正
大
　

、
と
る
入
に
和
昭
、
は
座
代
千
八

普
の
ビ
レ
テ
の
後
の
そ
、
と
争
戦

ま
れ
ま
込
み
飲
に
波
の
化
変
の
代

た
し
在
存
に
国
全
、
て
し
そ
。
す

代
千
八
、
様
同
屋
小
居
芝
の
時
往

ま
き
い
て
れ
廃
に
々
徐
た
ま
も
座

。
た
し

和
昭
　

40

実
事
、
は
に
半
後
代
年

、
り
な
と
館
閉
の
上

55

鹿
山
に
年

さ
置
放
。
た
し
ま
れ
さ
贈
寄
に
市

の
こ
、
め
痛
を
心
に
姿
の
座
代
千

な
が
ル
ボ
ン
シ
の
鹿
山
は
で
ま
ま

和
昭
が
れ
そ
。
た
し
で

61

こ
の
年

始
に
め
た
る
守
を
座
代
千
八
。
と

と
口
一
を
額
る
す
当
相
に
枚
一
瓦

万
０
０
５
２
な
要
必
に
理
修
の
根

ま
場
劇
の
外
海
、
ず
ら
な
み
の
地

法
技
の
築
建
洋
西
、
り
回
て
見
で

り
作
を
屋
小
居
芝
た
れ
入
り
取
を

小
伎
舞
歌
の
代
時
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江
。
た
し
ま

、
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場
劇
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で
式
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屋
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落
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数
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収
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０
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７
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瓦
の
枚
千
三
万
三
。
）
人
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、
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る
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か
し
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み
組
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ラ
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た
ま
。
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ま
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め
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Cafe Zenon & Zenon Sakaba Information

営業時間

定休日
所在地
電話
※営業時間は東京都の営業時間短縮要請により変更あり

11:30‒ ）でま00:22は曜日（00:32
ランチタイム　11:30‒14:30
ティータイム　15:00‒16:30
ディナータイム 17:00‒23:00
なし（年末年始休業あり）
東京都武蔵野市吉祥寺南町2‒11‒1
0422-27-2275

デザート
人気メニューTOP5

季節のタルト
本日のガトーショコラ
本日のチーズケーキ
YAMANAKAプリン
阿蘇小国ジャージー牛乳ソフトSサイズ

記念日プレート
¥1,650（税込）

１位
２位
３位
４位
５位

カフェゼノン＆
ゼノンサカバ
Cafe Zenon & Zenon Sakaba

り
通
大
寺
祥
吉

ヨドバシカメラ

ダイヤ街 吉祥寺
シアター

至 西荻窪駅至 三鷹駅

園
公
頭
の
井

セブン
イレブン

吉祥寺
オデヲン

五日市街道

り
通
門
水

北口

JR中央線京
王
井
の
頭
線

吉祥寺駅

※2名盛り合わせ

カフェゼノン＆ゼノンサカバは熊本の食材を使った料理だけでなく、デザートも豊富。
濃厚な甘さが特徴の阿蘇小国ジャージー牛乳を

たっぷり使用したソフトクリームは、関東ではここだけでしか味わえません。
あなたの大切な人と、ほかにはない甘い時間を過ごしませんか。

熊本は、美味しい。

第4回

Take
Free


